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［⽇ 時］ 平成25年9⽉21⽇（⼟）
［場 所］ ⽯巻専修⼤学4103教室
［テーマ］ 『本当の⾃分ともう⼀⼈の⾃分』
［講 師］ ⼭崎省⼀ ⽒ （⽯巻専修⼤学 ⼈間学部 教授）
［使⽤したテキスト］ 
    ・『耕⼈』H25_5.pdf （塾⻑から塾⽣へのメッセージ︓第5号）
 
［活動内容詳細］
 
18︓30 開会の挨拶（⽊村塾⻑）
 概要︓
 『耕⼈』第５号を基にして，宿泊研修の振り返って感じたことが話されました。
 それぞれの講話についての話がなされた後，「⽬標に挑戦する場合、必ず⼤⼩の壁にぶつかります
が，⽬的を達成するためにどうすればよいかを真剣に考え強い情熱をもって念じ続ければ、必ず道は開
けるという⾔葉が⼤きな⽀えになりました。」と，塾⻑は述べました。

 
18︓40 『耕⼈塾宿泊研修の報告』
概要︓宿泊研修の2⽬にプレゼンテーション・ソフトやワープロにまとめた各班の感想をプロジェクター
で投影し，⾒合いました。宿泊研修に参加した塾⽣がまとめた映像と⽂書は，宿泊研修に参加できなか
った塾⽣にも多くの気付きを促したようです。

https://koujinjyuku.jpn.org/
https://koujinjyuku.jpn.org/page_20180811091107
https://koujinjyuku.jpn.org/wysiwyg/file/download/1/132


 
19︓00  ショート講話『本当の⾃分ともう⼀⼈の⾃分』
 ⽯巻専修⼤学⼈間学部教授の⼭崎省⼀ ⽒から，「⾃分とは何か，どういう存在なのか」についてご講
話をいただきました。⾃分とは何かという問いに対し，知る⼿がかりは「⽐較すること」であり，「み
なさんは，強い⼈，優しい⼈，誠実な⼈，不誠実な⼈・・・。どっちですか。」と⼭崎先⽣は塾⽣に問
いかけました。

 
 さらにつぎのようなプレゼン画像を基に塾⽣⼀⼈⼀⼈に問いかけました。

 
 その他にもたくさんの問いかけを塾⽣にした⼭崎先⽣は，次のようなプレゼン画像を⾒せました。塾
⽣が真剣な眼差しで⼭崎先⽣を⾒つめている顔が印象的でした。



 
19︓35  班別討議
 ⼭崎先⽣が伝えたかったことは何かについて班別に話し合いました。
 哲学的な内容で⼀⼈⼀⼈の倫理観も問われている内容に頭を抱える塾⽣もいましたが，学年の分け隔て
なく真剣に話し合う姿はとても素敵でした。



 
19︓50 全体学習
 各班ごとに⾃分たちで話し合って発表者を決め，話し合ったことを発表しました。
 今回のテーマをどうまとめればよいのか迷ってる塾⽣もいましたが，やがて「本当の⾃分，偽りの⾃
分の両⽅を受け⽌めることが⼤切だと思いました。」「答えは出ないけれど，答えを考える過程が⼤切
なんだと思いました。」などといった意⾒がどんどん出てきました。
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